
  同意書 兼 個別プラン作成シート 記入例 地区  
 

 

■同意しますの方へ  ・・・ 以下必要項目のご記入をお願いいたします。 

■同意しませんの方へ ・・・ 災害発生時又は発生するおそれがある場合（警戒レベル３以上が発令された際）

は、同意の有無に関わらず避難支援等関係者に対し、避難行動要支援者名簿を提供

することになっています。以下必要項目のご記入をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

この『同意書 兼 個別プラン作成シート』に記載されている内容を避難支援等関係者に提供してよ

いか意思確認を行います。 

○同意をすると・・・ 

・平時から『同意書 兼 個別プラン』が避難支援等関係者に提供されます。 

  ・提供された名簿情報を基に，平時から災害に備えた支援をします。 

   例）平時からの見守り活動，防災訓練への声かけ，支援方法の検討 など 

○同意をしないと・・・ 

  ・平時に『同意書 兼 個別プラン』が避難支援等関係者に提供されることはありません。 

・しかし，災害が発生したときは『同意書 兼 個別プラン』が避難支援等関係者に提供されます。 
 

平時から避難支援等関係者が要支援者の情報を把握していることで，災害が発生したときの避難支

援をより受けやすくなります。 

 

 

 

 

 

②要支援者 

 ・市が把握している範囲で記入してあります。空白になっている箇所がございましたら，ご記入くだ

さい。 

 ・電話番号については，すぐに連絡がつく番号をご記入ください。（固定電話，携帯電話，両方の番

号をご記入ください。） 
 

③緊急連絡先 

 ・要支援者ご自身に対して連絡がつかないときの連絡先を記入していただきます。一緒に住んでいる

ご家族や近所の方等の氏名をお書きください。 
 

④避難支援を必要とする事由 

・記載の内容をご確認ください。誤りがございましたら訂正をお願いします。 
 

⑤民生委員 

・担当の民生委員・児童委員をご記入ください。 
 

⑥自治会 

 ・自治会に加入している場合は、加入している自治会名をご記入ください。 
 

⑦避難時に配慮しなければならない事項 

・あてはまることすべてに☑（チェック）をつけてください。 

 ・□その他 では，具体的に配慮してほしいことをご記入ください。 

  例）・長時間の移動はできない。 

    ・手話，もしくは筆談が必要。 

    ・自力で移動できない。 

 

「同意書 兼 個別プラン作成シート」に記載されている情報を災害発生時の避難支援活動、安否確認などのほか、

日頃から足利市地域防災計画に定める避難支援等関係者（警察署、地元消防機関、地元自治会、地元防災会、民生

委員・児童委員、足利市社会福祉協議会）に提供することに同意します。 

なお、避難行動要支援者は、避難支援者への情報提供に同意することにより、避難支援者から災害発生時におい

て、避難の支援、安否の確認等の支援を受ける可能性が高まりますが、同意によって必ず支援がなされることを保

証するものではなく、また、避難支援等関係者は、法的な責任や義務を負うものではありません。 
 

 上記の内容を理解したうえで 

☑ 同意します  
◎同意の意思について、変更の申し出がない限り自動継続とします。 

 

□ 同意しません（同意しない理由に〇をしてください。（複数回答可）） 

1.自力で避難できる   2.同居の人が支援してくれる  3.近所に支援してくれる人がいる 

4.人に知られたくない  5.その他（                         ） 
 

 

令和 ５ 年 〇 月 〇 日 
 

                               本人署名   足利 太郎           

要
支
援
者 

フリガナ  ｱｼｶｶﾞ ﾀﾛｳ 性別 

生年月日 昭和３３年１２月２８日 
氏名  足利 太郎 男 

住所 本城３丁目２１４５番地 電 話 000-0000-0000 

緊
急
連
絡
先 

フリガナ ｱｼｶｶﾞ ﾊﾅｺ 
続 柄 長女 

氏名  足利 花子 

住所  本城３丁目２１４５番地 電 話 ×××-××××-×××× 

避難支援を 

必要とする事由 
要介護４ 

民生 

委員 
本城三郎 

自治会 

(加入の場合) 
 ○○自治会 

 

避難時に 

配慮しなければ 

ならない事項 

あてはまることすべてに☑ 

☑ 立つことや歩くことができない 

□ 物が見えない（見えにくい） 

□ 危険なことを判断できない 

 

□ 音が聞こえない（聞こえにくい） 

□ 言葉や文字の理解がむずかしい 

□ 顔を見ても知人や家族とわからない 

☑ その他 

 

 

 

同意書 兼 個別プランは，ご家族や近所の方，日頃交流のある方等と話し合いながら

作成してください。 

 

【避難支援等関係者について】 

避難支援等関係者は，要支援者の避難支援や安否確認に携わる方をいいます。 

※避難支援等関係者には，守秘義務が課せられており，要支援者の避難支援上で知った情報を正当な理由なく漏

らすことはございませんのでご安心ください。 

 

普段の移動は車いす。 

短距離であれば歩ける。 

 

①同意の意思確認 

 



 

避

難

時

の

行

動 

指定避難場所 ○○小学校 
指定避難場所まで

移動する所要時間 

車：５分 

徒歩：１５分 

例）避難方法，避難場所までの経路の確認，避難の際注意すべき事項など 

  指定避難場所まで自力で避難することが難しい場合は、 

  災害発生前後にどこに避難するか（自宅の２階、隣人の住宅等）を書いて下さい。 

 

注意事項 

・内容に変更が生じた場合はご連絡ください。 

・日頃から、災害に対する十分な備えをお願いいたします。 

    

⑧避難時協力者 

 ・災害が発生したときに身近で避難支援にご協力いただく方を選定していただきます。 

 ・災害が発生したときにすぐに駆けつけられる方（ご家族やご近所の方）を選定してください。 

・緊急連絡先と同じ方でも構いません。 

 ・必ず 1 人以上選定してください。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑨特記事項 

 普段の生活の様子や家の状況について記入していただきます。 

例）・普段いる部屋について（部屋の位置，家具の状況，外に出る経路等） 

 ・寝室について（部屋の位置，家具の状況，外に出る経路等） 

 ・普段の行動について（毎日○時から○時までは，散歩に出かけている，毎週○曜日に病院や施設

に通っている，毎月○日は○○へ行っている等） 

 ・外出や避難時の目印 

 ・避難時に必要なもの，その配置（普段どこに置いているか等） 
 

 

 

 

 

 

⑩避難時の行動 

 ・災害が発生し，避難をすることを想定してご記入ください。 

 ・自宅から一時避難場所までの地図を書く（コピーしたものを貼るのも可）などして，地図上で経路

の確認，注意事項の記載等ができると望ましいです。 

・必要に応じて，震災が発生したとき，水害が発生したときなど，災害の種別により，複数の避難経

路，避難手段について記載してください。 

 

 

 

避
難
時
協
力
者 

フリガナ  ｱｼｶｶﾞ ﾊﾅｺ 男 

・ 

女 

生年月日 S53.8.19 
要支援者 

との関係 
氏 名  足利 花子 

電 話 
△△△△-△△-△△△△ 

長女 
住 所  本城３丁目２１４５番地 ×××-××××-×××× 

フリガナ  ｽｹﾄﾞ ﾏｻｵ 男 

・ 

女 

生年月日   S36.2.24 
要支援者

との関係 
氏 名  助戸 正夫 

電 話 
××××-××-×××× 

隣人 
住 所  本城３丁目２０２２番地１ 〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇 

 

特

記

事

項 

同居家族の人数（本人含む） 
 

4 人 
家族の構成 本人、妻、長女、長女の夫 

例）普段いる部屋，寝室の位置，不在時の目印，避難済みの目印など 

・普段いる部屋：１回の居間（外へ出られる窓あり） 

・寝室：２階の自室 

・毎週月・木の午後は○○医院 連絡先〇〇-〇〇〇〇 

・不在時の目印：玄関に○○を置いておく。 

・避難済みの目印：玄関に○○をはさんでおく。 

【避難時協力者について】 

災害が発生した直後の初動期には，行政や消防，警察などの公的機関の支援（公助）に時間がかかることも考

えられます。また，過去の事例からみても，近所同士で共に助け合う（共助）取り組みがとても重要です。 

避難時協力者を選定することで，初動期の支援をより受けやすくなります。 

日頃から近所の方と接点をもち, コミュニケーションを図るよう心がけましょう。 

 

【足利市地域防災活動保険制度について】 

同意書 兼 個別プラン作成シートに記載する「避難時協力者」は、保険料を市が全額負担し、自動的に市の地

域防災活動保険に加入します（同居の家族を除く）。同意書 兼 個別プラン作成シートを提出した後に要支援

者の安否確認や避難支援時に事故等があった場合は、足利市役所 社会福祉課までご連絡ください。 

【注意事項】 

○A 道が狭い，震災時に左右か

ら塀の倒壊の恐れ有 

○B 豪雨時，冠水の恐れ有 

○C 豪雨時，土砂崩れの恐れ有 

 

 

 

【震災時の避難経路】 

【豪雨時の経路】 

 

 

○C  

○出  

○着  

○A  
○B  

※記入例です。実際の状況とは異なります。 

 

・地震や豪雨など，足元に障

害物が多いとき→歩き  

・火災など→車椅子 

・車椅子，杖をいつも身近な

ところにおいて置く。 

 


